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一
地
点
で
、
明
治
末
か
ら
昭
和
初
則
に
か
け
て
の
食
器
、

生
活
道
日
パ
な
ど
が
大

H
M
に
出
土
し
た
。
食
器
類
は
陶
般
協
で
「
ノ
リ
デ
ウ
」
を
は
じ
め
出
級
日
食
協

が
出
土
し
、
そ
の
小
に
「
打
出
焼
」
依
片
五
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

一
仰
は
、

一
九
八
八

(附
利
」
ハ
」

)
句
に
A
花
見
さ
れ
た
徳
川
大
坂
減
収

し
ハ
叩
探
行
場
料
ケ
ド
刻
印
昨
か
ら
ド
さ
れ
た
船
似
み
，
川
の
行
財
終
打
場
で
あ
る
。

今
日
ま
で
』
ケ
所
か
ら

A
九
r
h
の
行
川
刊
が
先
日
比
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
保
山
、
前

川
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
a
N川
川
以
に
は

l
潮
時
の
折
、
数
U
H

の
行
材
を
け
ん
る

こ
と
が
で
き
る
。

今
川
の
卵
場
の
点
、
山
花
道
路
が
拡
川
制
さ
れ
る
際
、
道
路
と

T
行
し
て
流
れ

る
し
人
税
川
が
附
一
保
化
さ
れ
、
川
川
床
か
ら
も
「
打
川
焼
」

一
O
数
点
が
山

t
し

て
い
る
。

出
土
し
た
五
釘
の
内
訳
は
、

肌

一
ト
ペ
腕
二
点
、
小
鉢

一白

、
徳
利
.
内

。

「
精
道
村

こ
の
徳
利
に

と
疋
さ
れ
て
い
る
。

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
!
の

向
的
会
」

下
般
に
近
い
も
の
で
、
全
体
の
ほ
ぼ
一
分
の

一
、
ト
却
の
み
で
現
向
五
七
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
底
部
町
山
任
問
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
隠
し
・
仙
台
で

「
柿
辺

村
尚
附
会
」
と
二
行
に
記
さ
れ
、
行
間

M
F
mに
ひ
ら
が
な
で

「う
ち
で
」

(

)

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
0
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
と
印
さ
れ
て
い
る
。

「
利
道
村

「尚
也
会
」

向
山
刷
会
」

に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
‘

に
つ
い
て
光
に

触
れ
て
み
る
。「

1時前
1介怯
救出
Eg 
年
に
文
部
省
に
「
通
俗
教
育
一凋
交
委
日
会
」
が
設

と
は
、
一
般
に
識
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
救
出
け
す

一
九

一一

け
ら
れ
た
。

る
こ
と
で
、
今
日
の
引
会
教
育

に
あ
た
る
。
道
徳
、
体
行
な
ど

を
却
し
進
め
る
と
共
に
‘
知
的

出
同
議
能
h
H
、
川

ue能
h
H
を
山
川
め

る
こ
と
も
教
育
し
、

H
会

M
H慌

ら
迎
い
求
め
た
。

一
八
九
O

{
別，

E
=一
)
年

に
発
布
さ
れ
た
「
救
出
H
勅
話
」

に
続
く
も
の
で
、
日
パ
臨
戦
争

(

九

O
問
l

一
九

O
R
)、

一
北

一
O
(明
治
問
=
)
年
に

起
き
た
川
市
ぷ
日
附
殺
を
合
て

た
と
さ
れ
る
大
逆
恨

'nな
ど
吋
吋
の
品
川
附
加
す
る
村
会
を
山
川
以
に
、

川川氏

一
ーλ
と

な
る
こ
と
を
日
指
し
般
々
の
政
策
を
実
行
し
た
。
そ
の
中
の
.
っ
と
し
て
、

白川

仙
川
町
す
な
わ
ち
在
人
を
作
敬
し
大
切
に
す
る
事
業
と
し
て
、
「
向
的
会
」
が
地

域
ご
と
に
設
・
止
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
品
川
」
と
は

4
怖
を
さ
し
、
「尚」

と
は
老
人
へ
の
昨
敬
を
芯
味
す
る
。

『武
服
部
誌
」
(
一

九
一一一

H
大
正
一

O
)
年
を
日
比
る
と
、

IUX付
(宝
塚

市
)
、

n
dH村
(
神
戸
山
)
、
御
彬
町

(
神
戸
市
)
は

九

一
一
(
明
治
凶
凹
)

司
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
民
花
村
で
は
、
本
村
教
育
会
正
似
で
、
七
O
段
以

t

の
山
品
川
名
が
M
M
侍
さ
れ
、
茶
会
、
川
ん
世
の
，
'
I一千
会
な
ど
で
会
け
を
過
ご
し
た
。

住
i
H
H
刊
で
は
、
川
年
-
て
川
e

・
け
に
じ
O
成
以

t
の
山
附
お
を
川
町
い
た
間

安
の

一
川
を
過
ご
し
た
。
初
年
山
山
円
は
八

O
人
か
ら

O
O
人
を
数
え
た
。

御
彩
村
で
は
、
は
じ
め
御
影
『
時
市
小
学
校
巨
俄
だ
が
、

一
九

一
七

(大
正
，
ハ
)

年
か
ら
は
御
影
町
の
屯
慌
に
か
わ

っ
て
い
る
。
七
O
成
以
J
の
高
齢
者
を
初
伺

し
、
幼
碓
制
児
、
小
学
校
児
杭
な
ど
が
減
じ
た
。
一

九
=
=
一
(
昭
和
八
)
年
か

ら
は
御
影
公
会
却
に
場
所
を
移
し
て
い
る
。
こ
の
昨
の
必
袈
説
明
以
は
町
代
、
市

一10

企出土した打出焼徳利
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付
金
が
あ
て
ら
れ、

山川
淵
な
ど
の
寄
付
も
あ
っ
た
。

次
に
閥
滋
村
で
は
、
一
九

一
一
一
一
(
大
正
二
)
年
一

O
月
に
問
村
教
育
会
が
開

催
、
村
の
補
助
金
と
有
志
の
寄
付
で
ま
か
な
っ
た
。

地
元
本
庄
村
で
は

一
九
一
五
(
大
正
四
)
年

一
O
月
二
O
日
に
村
長
深
山
民

=
一
郎
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
七
O
歳
以
上
の
七
八
名
が
出
席
し
た
。

以
上
が
こ
の
地
域
で
の
「
尚
歯
会
」
の
活
動
の
一
端
で
あ
る
。
た
だ
大
正
二

l
凶
年
と
開
催
が
遅
れ
た
版
図
に
つ
い
て
は
、
日
下
の
と
こ
ろ
な
ぜ
か
不
明
で

あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
各
地
域
ご
と
の
「
尚
前
会
」
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
太
平
洋
戦
争
勃
発
な
ど
、
戦
時
色
が
淡
く
な
っ

た
頃
に
途
絶
え
た
の
で
は
な
い
か
。
い
く
ら
品
川
船
者
を
大
切
に
と
い
う
気
迎
が

あ
っ
て
も
戦
地
へ
働
き
盛
り
の
若
者
を
送
り
出
し
た
り
、
勉
学
に
励
む
学
生
を

学
徒
動
只
し
た
り
す
る
中、

祝
い
事
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
。

き
て
、
精
道
村
に
つ
い
て
は
目
下
の
と
こ
ろ
記
録
を
確
認
し
て
い
な
い
。
精

道
村
は
そ
れ
ま
で
の
三
条
、
津
知
、
芦
屋
、
打
山
凶
付
が
一
八
八
九

(明
，
市
二

一
-
)
年
に
精
道
村
と
な
り
.
一

九
四
O
(
昭
和
一
五
)
年
に
町
制
か
ら
戸
田
市

制
へ
移
行
し
た
。

相
道
村
に
お
い
て
も
前
述
し
た
名
村
の
設
立
か
ら
抑
制
し
て
.

一
九

一一

(明
治
問
問
)
年
か
ら

一
九

一
五

(大
正
四
)
年
の
間
と
考
、
λ

て
さ
し
っ
か
え

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
折
殺
虫
記
念
品
と
し
て
参
列
者
に
配
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
明
治
四
四
年
と
言
え
ば
、
打
出
焼
初
代
坂
口
砂
山
が
術
問
の
斎
"膝
幾
多

の
お
庭
山
県
を
引
き
継
い
で
春
日
町
で
開
設
「
し
た
直
後
の
作
品
と
問い
わ
れ
る
。

精
道
村
か
ら
芦
屋
市
へ
至
る
ま
で
の
「
尚
歯
会
」
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、

当
市
に
お
い
て
「
尚
歯
会
」
に
つ
い
て
知
る
市
民
も
す
べ
て
故
人
で
あ
る
。

一
戦
後
芦
屋
市
に
お
け
る
老
人
会
の
活
綴
を
調
べ
て
み
る
と
、

一
九
五
五

(昭

和
三

O
)
年
代
、
市
内
在
住
の
画
家
背
木
氏
が
サ
ー
ク
ル
風
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

結
成
し
、

一
九
五
七
(
昭
和
一
一
一
一
)
年
に
税
王
岡
崎
町
の
台
本
氏
が
、

一
九「五れ八

(
昭
和
=
三

一=三-ニ一
七
)
年
に
は
帥
椛
叩
町
の
小
林
説
次
郎
氏
が
各
町
で
老
人
会
を
川
結
如
成
し
、

一
九
六

二
一
(
昭
和
三
八
)
年
、
老
人
街
祉
法
の
成
立
を
前
に
、
六
月

二
二
日
、
各
町
の

老
人
会
を
「
芦
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
と
し
、
今
日
、
市
内
に
は
万
一
ク

ラ
プ
の
老
人
に
よ
る
多
般
多
械
の
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
小
和
執
僚
に
あ
た
り
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会
の
喜
ぶ
良
山
氏
に
は
快

〈
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
多
〈
の
聞
係
者
に
お
抑
制
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
本
来
な
ら
ご
芳
名
を
記
す
る
と
こ
ろ
紙
聞
の
附
作
上
、
失
礼
な
が
ら
訓

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
が
創
立
三

O
年

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
は
、

一
九
八

一
年
二
月
二
十

一
日
、
神
戸

・
深

江
生
活
文
化
史
料
主
と
し
て
オ
ー
プ
ン
、
今
年
で
満
三
O
年
を
迎
え
ま
し
た
。

則
定
一区
抗
日
即
入
E

の
ご
迎
解
と
地
域
の
方
々
の
支
え
で
h

」
-」
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
肢
と
述
批
L
、
研
究
と
普
及
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。


